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 日本地図の上に各地方言の音韻・文法・語彙や民俗・人間行動などの実態を分布させた日本言語地図はな

いしは地域方言分布図の類は数多いが，日本文化地図化管見に入らない。本研究は，日本文化の深層をベー

スに言語文化史的な見地から文献資料・実態調査資料を積み上げることで，日本文化地図を作成することを

目的とする。本発表では日本文化深層の上に現代の文化圏がどのように分布しているのか，若年層を対象に

したWeb 調査結果の一部を報告したい。 
 
１ は��に 

 日本の言語地理学は音韻・文法・語彙・民俗行

事・人間行動などに関する詳細な調査結果を日本

地図の上に描くことで，方言区画・新旧・伝播方

向などを明らかにし，日本語研究に多くの貢献を

なしてきた。これらの地図の中には，衣食住や習

俗のように文化に関するものも散在するが，文化

の地図としては断片的である。文化言語学が説く

ように，文化は言語に映されているので，言語を

手がかりに日本全域の文化を調査し，それを日本

地図の上に分布させることを続けつつある。   

本稿では，日本文化の深層の上に積み上げられ

てきた文化言語史的視点に立った現代文化圏の実

態調査と結果の一部を扱うものとする。 

 

� 深層から現代の�� 

日本文化の深層については，次の４段階を経て

できあがったのではないかとすでに論述した（１）

ことがある。 

第Ⅰ期日本文化圏：(1)上古アイヌ文化圏・北海

道縄文人文化圏，(2)縄文宮古諸島・先島諸島

文化圏。 

第Ⅱ期日本文化圏：(3)粟地帯としての関東縄人

文化圏を中心とする縄文関東・東日本文化圏，

(4)佐渡島文化圏，奄美大島・沖縄本島文化圏。 

第Ⅲ期日本文化圏：(5)麦・粟地帯としての隼人

文化圏（九州北部および隠岐・雲伯を中心と

する中国地方北部文化圏。 

第Ⅳ期日本文化圏：(7)稲地帯としての近畿およ 

び瀬戸内を中心とする弥生文化圏，(8)八丈島 

文化圏。 

これら文化圏の分布は甲元真之・山崎純男

(1984)の粟・麦・稲の分布図に重ねて作成したの

が図１である。日本文化圏が東アジア大陸文化圏

とのつながりを有して分布していることが分かる。   

独立行政法人理化学研究所は，1人あたり約 14

万個所の DNA塩基多型を用いて日本人の集団構造 

 

図１ 粟・麦・稲の文化圏 
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を 7,000人以上の日本人の常染色体上の DNA塩基

多型情報を解析し，ほとんどの日本人は「本土」

と「琉球」の２クラスターに大別され（図２），本

土でも遺伝的には「北海道」「東北」「関東甲信越」

「近畿」「東海北陸」「九州」の６クラスターも遺

伝的な地域差があること(２)を明らかにした。この

事実と図１は基本的には符合する。 

 

３ 若年層Web調査 

 図３は日本の方言区画であるが，この図も図

１・図２の文化圏分布とほぼ重なっている。 

図３ 日本の方言区画(平山1968) 

現代日本の文化圏がどのような分布をしている

のであろうか。それを明らかにするための第１段

階として，Moodleで作成したWeb上の日本文化圏

調査で若年層を調査した。その調査結果の一部を

図４に示したが，若年層文化にも東西の境界線の

あることが分かる。 

 調査および分析が現在も進行中につき，全国大 

    

 

図５ 日本文化圏の生育 

会の発表時には若年層調査の分析結果全体をご報

告する予定である。 

 

４ お�りに 

第２節で見た第Ⅰ期～第Ⅳ期の文化圏の生育の 

詳細データを図１に重ねて作成すると図５を得

る。①～⑥は文化圏生育の順番を表す。同じ番

号は，同時代に現れた文化圏を示す。①のほか

移動は北海道全域ではなく，縄文時代の道南の

アイヌ文化圏から稚内に至る移動生活文化圏で

ある。米文化の近畿文化圏が最も新しい文化圏

である。詳細は稿を改めて論じる。老年層につ

いては第Ⅲ期文化圏調査において可 

能な限り臨地調査を行いたいと計画している。 
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図４ 若年層文化圏の一部 
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